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石井克彦（川の博物館）

長崎県対馬島で得られたガロアムシの 1種の外部形態について

はじめに
　ガロアムシ目は成虫になっても無翅の昆
虫だが，有翅昆虫類の多新翅群に属する昆
虫であり，アメリカ大陸およびロシア沿海
州，朝鮮半島など北半球からのみ知られて
いる．ガロアムシ Galloisiana nipponensis  

（CADELL et KING,1924）は1915年にE. H.
Gallois が栃木県日光市中禅寺湖湖畔で採集
し，その標本に基づき 1924 年に CAUDELL
と KING によって記載された．現在日本か
らは沖縄県と千葉県を除く全都道府県で生
息が確認されており，本種を含め 6 種が記
録されている（長島 1998）．

　今回対象とする，長崎県対馬島における
ガロアムシ属の記録は朝比奈（1970）が
厳原町成相渓，成相抗にて 1 個体の幼虫，
厳原町有明山にて 3 個体の幼虫の報告を
し，その後，日浦（1976）が美津島町上
見坂において 1 個体の幼虫の報告をしてい
る．1976 年以降，採集記録がなかったが，
2009 年 5 月 10 日，対馬市厳原町下原で
34 年ぶりに限りなく成虫に近い個体の生息
が確認された（長崎新聞2009年5月15日）．
その後筆者が，2009 年 10 月と 2010 年 4
月に 2 回の調査を実施し，対馬島の 6 地点
において成虫 2 ♀，幼虫 32 個体を採集した．

（石井 2010）
　南部の下島 2 地点で採集した，ガロアム
シの一種Galloisiana sp. は本州産のガロア
ムシGalloisiana nipponensis と同じく複眼
が認められるが，北部 4 地点で採集したガ
ロアムシGalloisiana  sp. は外見上，4 地点
で採集したすべての個体に色素と表面構造
において複眼を認めることができなかった．
以上のことから対馬北部に位置する上島の
個体群は何らかの隔離のため複眼が無いか，
発達が極めて悪い個体群と考えられる．

　対馬を含む長崎県で確認されているガ
ロ ア ム シ 属 は こ れ ま で に イ シ イ ム シ G. 
(Ishiana ) notabilis   SILVESTRI, 1927　が

ある（長崎市 2000）．しかしイシイムシは
記載以降確認記録が途絶え，採集された場
所は現在住宅地に代わっており，絶滅した
ものと考えられていたが，2011 年に記載
地隣接地域にてガロアムシの一種が確認さ
れている（内舩 2011）．このガロアムシ
属の 1 種の詳細な同定が望まれている．

研究の目的
　対馬島のガロアムシは上島と下島で外見
上眼を確認することができない個体群と確
認することができる個体群が存在すること
が分かったため，外部形態を計測し，細部
を明らかにし基礎データを蓄積することを
目的とした．

素材と方法
　2010 年 4 月に長崎県対馬島で得られた
ガロアムシの一種を計測した．また，比較
のために埼玉県秩父地方で得られたガロア
ム シ Galloisiana nipponensis を 利 用 し た．
参考資料として，（福島 1966）によるオオ
ガロアムシGalloisiana kiyosawai  　ヒメガ
ロアムシGalloisana yuasai  　仮称クロガロ
アムシ（山崎 1978）Galloisiana  sp. の計測
数値も利用させていただいた．

計測値
計測値は（表）1 参照． 

結果及び考察
　対馬産ガロアムシは，Galloisiana 属最大
種のオオガロアムシより大きい数値が出て
いる．計測に用いたのは一般的に♂より大
きい♀ 2 個体の平均値であるため，数値が
大きく出ている可能性がある．
　限りなく成虫に近いとされていた 2009
年 5 月 10 日対馬市厳原町下原で見つかっ
た標本を計測させていただいた．標本は粘
着型害虫捕獲器で得られたもので，自然乾
燥した状態からエタノールへ液浸されてい
た．残念ながら傷みがひどく，触角は欠損
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表１　日本産ガロアムシ類の計測数値

図１　模式図
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図２　限りなく成虫に近いとされた対馬市厳原町下原で得られた♂成虫

図３　日本産ガロアムシ

（左）対馬産ガロアムシGalloisiana sp.　（左中）ガロアムシGalloisiana nipponensis 　
（右中）ヒメガロアムシGalloisana yuasai 　（右）仮称クロガロアムシGalloisiana  sp.
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し腹部は外れ，尾角も欠損していた．計測
および観察の結果，確実ではないが，♂成
虫と見てよいと思われる．今後♂成虫が採
集されることを強く願う．

　数値を見ると，ガロアムシ（G. nipponensis ）
を1としたところ部位にもよるが 1.3 ～ 2 倍，
大型の個体群であることがわかった．
　下島の外見上眼を確認することができる
個体群と，上島の外見上眼を確認すること
ができない個体群では外部形態の違いを見
つけることができなかった．さらに，分類
基準である♂成虫を上島，下島で採集・追
加し，比較検討していくべきである．
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